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別記様式（第 14 条関係） 

附属機関等会議録 

令和６年10月２日  

会 議 の 名 称 令和６年度  第２回島田市文化財保存活用地域計画協議会  

開 催 日 時 
                10 時 00 分から 
令和６年 10 月２日(水曜日) 
                11 時 30 分まで 

開 催 場 所  島田市役所  ４階  第２委員会室  

会 議 の 議 題  

１．開会 

２．観光文化部長 あいさつ 

３．議事 

（１）報告事項 

  現在の進捗状況と文化庁の協議について(事務局) 

 

（２）協議事項 

 ①協議会委員への依頼内容について 

 ②今後のスケジュールについて 

会議の公開又は全

部若しくは一部の

非公開の別 

 公開  ・ 非公開（ 全部 ・ 一部 ） 

会議の全部又は一

部の非公開の理由  
 

公 開 の 場 合 の 
傍 聴 人 の 数 

なし  

出 席 者 の 氏 名 等  

協議会委員：鈴木博委員、諸田委員、池谷委員、土屋委員、山下委員、杉本

委員、加藤委員、鈴木明会長（観光文化部長）、小野委員（戦略

推進課長）、又平委員（市民協働課長）、山本委員（茶業振興課

長）、森川委員（観光課長） 

事 務 局：松下博物館課長、大谷課長補佐、萩原係長、望月主査、篠ヶ谷主

任学芸員、岩崎学芸員、坂巻会計年度職員、佐藤会計年度職員 

【議事録】 

 

１. 開会 

                 

２．あいさつ（鈴木明会長） 

 

３．議事 

（１）報告事項 

  現在の進捗状況と文化庁の協議について(事務局) 

   第 1 回協議会以降、計画に掲載する地図等の図版作成業務を業者委託した。8 月 23 日に

文化庁の担当調査官から計画の記載内容に対し、章立てや考え方、計画内容の整合性につ
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いて指導をいただいた。また、9月 20日の県文化財課担当者から課題・方針・措置につい

て考え方の整理等の指導をいただいた。 

 

（２）協議事項 

 ①『島田市文化財保存活用地域計画』の内容について 

事 務 局：（資料１、資料２を基に説明）。 

鈴木明会長：旧島田地区、金谷地区については計画の中で多く書かれているが、島田市の歴史

的背景の項目で川根地区については少ないため、要素として入れ込んでほしい。 

諸 田 委 員：同じく川根地区についてもっと記載してほしい。人口が減少しつつある地域では

継承の問題があり、特に無形文化財において今後どう対応していくのか検討しな

ければならないと思う。 

 文化財の広報の仕方として公民館講座などを行って地元に周知させていってほ

しい。 

  関連文化財群３の項目について、お茶に関する物語のひとつとして文政の茶一

件をどこかで記載してほしい。また、手揉み製茶技術についても文化財の一つで

あるためどこかで触れてほしい。 

事 務 局：川根地区においては、現在調査が足りていない状態のため、今後調査を進めてい

く方針。 

鈴木明会長：川根地区と島田宿・金谷宿の関わりについてもふれてほしいと思う。 

土 屋 委 員：市の出前授業をやっていると思うが、受ける側として学校側が知らなかったりす

るのでもっと告知する必要があるのではないか。また、史跡保存会も積極的に出

向いて広報活動をしている。待ちの姿勢でなく前向きな方針で活動してはどう

か。 

山 下 委 員：蓬莱橋の観月会と髷祭りの日が重なり多くの人が訪れ、蓬莱橋に来てくれた髷娘

が絵になった。こうした文化財のイベントの連携ができるとよい。短歌・俳句募

集や歌人協会といった現在活動しているグループに蓬莱橋だけでなく、寺院など

の場所で活動してもらうのも面白いのではと思う。 

加 藤 委 員：人の名前や用語の統一をしてほしい。あとはこの計画で良いと思う。 

小 野 委 員：課題・方針の見せ方を工夫して全体的に見やすくしてほしい。措置事業はもう少

し大まかな記述でも良いのではないか。あまり細かく記述すると修正が大変にな

ると思う。現在空欄の所は何が入るのか？ 

事 務 局：実施年度から矢印で書いていく予定。細かい調整は今後していく。 

森 川 委 員：活用するに当たって何を目的に見てもらうかを検討した方が良いと思う。蓬莱橋

などは写真のスポットとしても人気がある。観光できる文化財を活用にあててい

けたら良いと思う。 

杉 本 委 員：蓬莱橋は観光客が多いが単体で見に来る方が多いため、川越人足の話や牧之原台

地の歴史など関連した文化財の広がりを紹介し、博物館へ流れるようにしていき

たい。 

森 川 委 員：文化財のストーリー性の結びつきが現状ないため、ストーリー性を持たせて情報

を発信していきたい。 

山 本 委 員：茶業の厳しい現状があるため、世界農業遺産の茶草場農が環境に配慮した持続可

能な伝統的農法を活用していきたい。 

池 谷 委 員：フィルムコミッションで文化財の活用をしていきたいため、モノも撮影で使わせ

てもらえるとありがたい。 
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鈴木副会長：計画は KADODE OOIGAWA の大井川でやること 100 の事業とも重なる。文化財の保

護は一般企業の事業承継問題に似ていると。若年層への働きかけが重要。 

又 平 委 員：市民団体の活動も大きな役割になってくる。まちづくり補助金の活用もしながら

市民団体同志の連携もしていった方が良いと思う。５章の４つの基本方針のイ

メージ図は今後手を入れるか。 

事 務 局：変更をする予定はない。 

 

②今後のスケジュールについて 

事 務 局：当初計画したスケジュールを後ろにずらし、来年 1 月に協議会を行い、パブリッ

ク・コメントを来年度初めに実施する形にしたい。 

鈴木明会長：もともとのスケジュールがかなり詰め込んだ形には感じていた。 

委   員：異議なし 

 

鈴木明会長：全体を通した質問などはございますか？無いようでしたら、本日の会議の議事内

容についてはすべて、協議しましたので、会議の進行を事務局にお返しします。 

事 務 局：本日は長時間にわたりご説明をお聞きいただきありがとうございました。これに

て協議会を閉会いたします。 

提出された資料等 

  (資料 1) 島田市文化財保存活用地域計画（案）  

  (資料 2) 島田市文 化財保存活用地域 計 画  課題・方針・

措置表（案）  

  ( 資 料 3) 島 田 市 文 化 財 保 存 活 用 地 域 計 画 の 作 成 ス ケ

ジュール  

会議を所管する課

の名称 
島田市観光文化部博物館課 

その他必要な事項 なし  

 


